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ナツハゼ果実の糖、有機酸組成

部門名
果樹－ナツハゼ－品質

福島県農業総合センター 生産環境部

　ナツハゼ果実の加工の基礎となる糖、有機酸組成の径時的、地域的な変化を明らかにした。ナツハゼ果実の糖
の主成分はフルクトース、グルコース、有機酸の主成分はキナ酸、クエン酸である。果実の糖濃度は成熟と共に増
加し、逆に有機酸濃度は減少する。

ナツハゼ果実にはフルクトースが２～６％、グルコースが２～５％含まれる。含有量は採取時期、株、採取地に
よって異なるが、いずれの糖も果実の成熟とともに増加する（図2）。

果実のキナ酸、クエン酸の加工処理（ジャム加工）による大きな変化は認められない。
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ナツハゼ果実にはキナ酸が１～３％、クエン酸が１～３％含まれる。含有量は採取時期、株、採取地によって
異なるが、いずれの有機酸も果実の成熟とともに減少する（図1）。

福島県内から採取したナツハゼ果実に含まれる主な糖、有機酸の種類の違いは認められなかった。

図１　ナツハゼ果実の収穫時期と有機酸濃度
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図２　ナツハゼ果実の収穫時期と糖濃度
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